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「冷間成形角形鋼管設計・施工マニュアル」は、ラー
メン構造の柱に冷間成形角形鋼管を用いる場合の耐震
性能を向上させるのに必要な設計、鉄骨製作に関する
マニュアルとして、平成８年（1996年）に初版が刊行
されました。その後、平成15年（2003年）、平成20年
（2008年）に改訂を行いました。
今回の平成30年（2018年）の改訂では、2008年版以
降の建築基準法令の改正や角形鋼管に関する新たな知
見をマニュアルに取り入れました。主な改訂点は以下
のとおりです。
⑴　BCRの製品規定範囲の拡大（板厚：25mmまで、
管径：150mmまで）を記述した。
⑵　第３章の「3.6　柱はり接合部パネル」において、
上下階で柱サイズの異なる場合の異幅接合形式につ
いて記述した。
⑶　STKR（一般構造用角形鋼管）を柱に用いた既存
不適格建築物を対象に、「STKR柱補強設計・施工
マニュアル」が2008年版マニュアの補遺として平成
26年（2014年）に作成されたが、付録10に補遺とし
て記載する共に、第４章の「4.4　STKR 柱補強」
にその概要を記述した。
⑷　第５章の「5.3　工作」において、各ダイアフラ
ム形式の溶接施工上の留意点について記述した。
⑸　第５章において、角形鋼管柱と通しダイアフラム
の溶接方法をロボット溶接を中心とした構成に変え
ると共に、25度狭開先ロボット溶接法についての概
要を記述した。
⑹　BCP325T（建築構造用高性能冷間プレス成形角
形鋼管）に適用される溶接方法を「脆性破壊防止溶
接積層法」の名称に変更すると共に、最終層の溶接
部の寸法を最新のものに変更した（「5.4.7溶接施工
条件」）。
⑺　文章、図を旧版より分かり易い表現に変更した箇
所が幾つかあるが、内容に関する変更は無い。
⑻　その他、章をわたって記述が重複していた部分に
ついて整理した。
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